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第
三
節
　
入
電
中
道

　
　
　
第
嚇
項
総
述

　
　
　
　
第
二
項
入
不
の
親
明

　
　
　
　
第
三
項
　
巾
遺
の
設
明

　
　
　
　
第
四
項
　
四
藤
壷
義

　
　
　
第
四
節
　
眞
如
緑
起

　
　
　
第
五
節
　
佛
鋳
佛
土

　
　
第
四
章
　
三
論
の
解
題

　
　
　
中
華
論
の
解
題
。
百
論
の
解
題
。
十
二
門
戸
の
解
題
。

　
　
　
　
　
　
以
　
上

　
和
漫
美
本
、
二
百
絵
頁
、
定
置
金
錨
圓
、
東
京
市
丙
午
萬
版
會
職
獲
行
（
原

眞
乗
識
）華

嚴
學
綱
要
．

齋
藤
唯
信
師
著

　
著
者
に
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
講
師
沈
丁
宗
大
谷
大
學
の
…
敏
授
で
、
眞
に

斯
學
の
E
警
で
、
其
の
研
究
の
該
博
菰
ろ
其
の
著
霧
の
多
鍛
な
ろ
二
藍
筆
に

見
る
の
偉
人
で
あ
ろ
。
本
書
に
若
看
が
先
年
東
洋
大
學
に
於
て
華
脹
な
講
魎

さ
れ
し
際
の
講
案
た
幕
礎
電
し
て
ナ
｝
に
・
訂
…
正
修
麗
な
晶
那
へ
ら
れ
．
し
も
の
で
あ

っ
て
、
其
内
容
の
充
實
ぜ
る
ば
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
、
今
一
言
以
っ
て

之
勝
心
赦
へ
ば
、
鶴
…
講
説
の
大
発
の
境
地
の
直
爲
で
あ
ろ
棚
難
透
難
解
の
華
殿
級

の
敏
理
な
ば
、
最
も
學
易
に
最
も
親
切
に
両
も
徹
底
的
に
坂
纒
め
距
も
の
で

之
に
舶
ふ
ろ
に
難
嚴
の
略
史
、
華
嚴
の
本
経
、
輩
殿
の
敷
鋼
、
華
厳
の
實
践

ん
一
以
っ
て
し
、
山
拠
に
「
華
殿
嫌
綱
駈
へ
」
の
名
黒
山
「
ぜ
相
挫
U
ふ
穴
も
の
で
あ
ろ
O

新
　
著
　
紹
　
介

以
下
簡
箪
に
其
の
丙
雰
た
紹
介
ぜ
ん
に
、

第
｝
編
　
華
臓
の
略
吏

　
第
一
章
　
緒
嘗

　
第
二
章
　
印
褒

　
　
第
一
節
　
縄
迦
滅
後
華
巌
の
興
起
。
第
二
節
　
華
嚴
経
將
架
の
疑
　
闘

　
　
第
三
節
　
華
臓
経
弘
布
の
概
要

　
第
三
章
　
支
那

　
　
第
一
節
　
華
骸
の
漸
興
時
代
。
第
二
節
　
蘇
・
臓
の
立
宗
時
代
。
第
三

　
　
鮪
　
華
巌
の
蒜
績
聖
代
）
額
殿
節
　
鞘
雄
の
嚢
頽
畔
代

　
第
四
章
　
日
本

　
　
第
一
節
　
講
経
及
遊
寺
Q
第
二
館
　
本
末
爾
寺
の
徽
る
舞
三
舘
…
　
職

　
　
辮
定
凝
然
。
第
四
鮪
　
凝
然
以
後
の
華
嚴

第
二
編
華
臓
の
本
経

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

第
三
編

　
第
一
輩

華
撒
の
部
類

能
窺
の
佛
鐘

親
時
ミ
観
庭

書
入
の
三
昧

本
地
の
観
初

層
　
斗

　
　
　
藻
殿
の
年
差

　
　
　
　
覧
教
†
宗
の
敏
郷

　
第
一
節
五
敏
の
名
義
。
第
二
鮪
玉
敷
の
所
依
。
第
三
諮

　
の
名
磯
。
箪
四
節
　
論
宗
の
所
依

第
二
章
　
同
溺
二
教
の
教
列

　
第
「
舘
　
同
…
川
二
教
の
名
義
。
第
二
鮪
　
同
瑚
二
教
の
本
糠

一
二
五

、

十
宗
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哲
學
研
究
　
第
七
十
二
號

　
臆
三
葦
　
本
末
二
教
の
教
判

　
　
第
一
節
　
種
法
の
本
教
。
第
二
館
　
較
櫻
の
宋
敬

第
四
編
　
華
嚴
の
教
理
　
・

　
第
叢
塁
　
緒
言

　
第
二
章
　
纂
理
無
擬

　
　
第
一
繍
　
四
重
の
關
係
。
第
二
節
　
三
選
の
異
説

　
餓
駕
二
章
　
　
一
二
性
山
ハ
義

　
　
第
一
．
節
　
粗
宗
の
三
性
。
第
二
飾
　
性
宗
の
三
性
。
第
三
節
　
六
義

　
　
の
説
明
。
第
四
館
　
眞
如
の
二
義
。
第
五
節
　
他
依
の
二
義

　
第
四
章
　
事
事
鈍
擬

　
　
第
｝
節
　
無
凝
の
理
由
。
第
二
節
　
時
間
的
湖
察
Q
第
三
筋
　
空
間

　
　
的
槻
察
。
第
四
館
　
無
凝
の
喩
示

　
舶
4
3
五
章
　
十
玄
線
起
（
審
羅
無
擬
の
相
）

　
　
第
一
節
　
十
玄
所
依
の
禮
事
。
第
ご
節
　
十
玄
隷
趨
の
慶
明
。
第
三

　
　
爺
　
十
玄
御
越
の
次
荊
4
5
。
第
四
鶴
　
新
古
十
島
の
比
謝

　
紳
即
山
ハ
章
　
　
田
田
鵜
陶
ぜ
性
鶴
｝

　
　
第
一
節
　
緑
性
二
越
の
略
蹉
。
第
ご
節
　
性
趨
染
浄
の
貸
馬
。
第
三

　
　
館
　
右
二
設
の
批
詐

　
第
七
識
早
　
　
山
導
粗
…
㎞
闘
融

　
　
餓
濯
一
儒
陣
　
山
川
粗
本
搬
Q
　
第
二
僧
即
　
六
浦
脚
鮒
一
期
μ

第
五
編
　
華
嚴
の
實
践

　
第
｝
章
　
班
長
の
樫
性

　
第
二
章
　
實
践
の
階
級

　
第
三
章
　
修
行
の
聴
器

＝
】
六

　
　
　
　
　
　
修
行
の
勇
膿

　
　
　
　
　
断
惑
の
分
齊

　
　
　
　
　
魏
行
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

　
和
蜷
美
本
、
二
百
二
十
蝕
頁
、
定
儂
金
武
圓
五
拾
銭
、

會
融
獲
行
（
原
眞
桑
識
）彙

報

東
京
市
丙
午
幽
版

　
　
　
京
大
文
學
駆
哲
學
麟
本
無
論
挙
業
墨
生

　
　
　
論
文
題
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
△
選
科
生
）

○
哲
學
専
攻

　
Ω
O
O
臼
O
に
於
け
る
し
。
℃
言
O
且
亀
。
H
μ
ξ
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
”
徹
三

カ
ン
ト
に
於
け
る
泌
徳
律
建
自
出
の
聡
題
に
就
い
て
　
　
口
高
第
四
郎

　
意
識
ぐ
」
鍔
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
勝
藏

カ
ン
｝
の
道
徳
論
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
崩
畑
思
無
郡

　
ヘ
ー
グ
ル
論
理
學
に
於
け
る
宥
無
及
び
其
他
　
　
　
　
　
　
古
田
　
弘

ラ
イ
プ
ニ
・
ソ
の
認
論
論
及
び
形
蒲
上
肇
．
般
（
課
識
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
花
　
勝

質
な
中
心
ミ
し
て
）

　
シ
ョ
ー
武
ン
ハ
ウ
ェ
ル
の
研
究
（
士
山
定
・
し
て
そ
の
倫
理
崩
説
）
　
慧
藤
脚
P
貝
由
昌

美
的
欝
象
性
の
附
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松
元
魎

　
メ
ノ
ン
研
究
（
前
提
的
思
想
の
哲
學
的
研
究
）
　
　
　
　
　
△
菊
地
慧
一
耶


